	分野
	会計分野（財務会計Ⅰ）

	教材の
タイトル
	リースとレンタルどちらが得？

	教材からの学び
	１　リース取引とレンタルの意味と違いを理解する。
２　リースとレンタルのメリット、デメリットについて理解する。
３　非現金支出費用である減価償却費の節税効果を理解する。
４　ビジネスフレームワークとしてプロコンリストを作成し、幅広い視点から意思決定を行う。

	時間数
	２時間

	授業の
進め方
	＜１時間目　講義＞
１　講義を実施し、リースとレンタルについてまとめる。（25分）
２　ケースメソッドのアサインメント１・２・３・４を行い、経済的視点からリースとレンタルを比較する。（25分）

＜２時間目　意見共有＞
１　３～４人グループに分かれ、アサインメント１からアサインメント４までの意見共有を行う。（10分）
[bookmark: _Hlk206282290]２　３～４人グループに分かれ、プロコンリストの作成を行いリースとレンタルについて幅広い視点で比較を行う。（10分）
３　最終的な意思決定。（13分）
４　全体意見共有。（10分）
５　振り返り評価シート（シート１またはシート２）を活用して、振り返りをする。（５分）
６　クロージング。（２分）
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リースとレンタルどちらが得？　授業計画

■本単元の位置付け
第７章　固定資産（その２　リース取引）
第１節　リース取引の意味と分類

■本単元の目標
１時間目
・リース取引とレンタルの意味や違いについて理解する。
・ケースメソッドを通じて、経済的視点からリースとレンタルを比較し、その違いを理解する。
・非現金支出費用の節税効果について理解する。
２時間目
・プロコンリストを用いて、幅広い視点からリースとレンタルを比較し、前時に比較した経済的視点も含め、根拠をもって意思決定することができる。

■評価規準
【Ａ】知識・技術
・リースとレンタルの会計的処理を身に付けている。
・非現金支出費用の節税効果について理解している。

【Ｂ】思考・判断・表現
・あらゆる判断材料を用いて意思決定を行い、論理的に説明することができる。また、科学的な根拠に基づいて自身の考えを表現している。

【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度
　・グループや全体での意見共有時に、更によいアイデアを出そうとしている。
・他者に新たな気付きを与えようとしている。
・振り返りにより、今回の学習を今後に生かしていこうとしている。

■留意事項
　・グループワーク、プロコンリストの作成、発表が円滑に進むよう、適宜教員から指導・助言を行う。









■授業運営の詳細
＜１時間目＞
	【授業の大枠】
・講義を実施し、リースとレンタルについてまとめる。（25分）
・ケースメソッドのアサインメント１・２・３・４を行い、経済的視点からリースとレンタルを比較する。（25分）


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
[bookmark: _Hlk208413198]１　導入（４分）
[bookmark: _Hlk206287031]　・皆さんは、「レンタカー」と「カーリース」という言葉を聞いたことがありますか。どちらも車を借りるということは同じだけど、なぜ別々の言い方なのでしょう。この２つの違いについて調べてみましょう。その後、以下の話をしてこの授業を始める。
　・今日は、レンタルとリースの違いについて学びます。両方とも「借りる」という点では同じですが、期間・契約内容・対象となる物などに違いがあります。レンタルは短期的な利用を前提としており、契約期間が比較的柔軟です。一方、リースは長期間の契約が基本で、利用者がその物品を一定期間独占的に使える仕組みです。この違いを知ると、ビジネスの現場でどのように活用されているかが見えてきます。
　・ワークシートを配付する。

[bookmark: _Hlk206287354]２　リース取引の講義（７分）
　・本教材のリース取引に関する説明や出典、YouTubeでの動画を活用してリース取引の基礎について学習する。YouTube動画等についてはあくまでも一例であるので、各学校や教員の裁量で授業を展開する。
参考YouTube
　・https://www.youtube.com/watch?v=eh4Ic1_3Lk8
　【日商簿記２級】『商業簿記　第９回』リース取引（ファイナンス・リース/オペレーティング・リース/利子込み法/利子抜き法/リース資産/リース債務）　【簿記】マネトク

３　レンタルの講義（７分）
・レンタルとは代金と引き替えに商品を一定期間貸し出すことをいう。身近でレンタルされているモノやサービスを例にして学習する。身近な例を調べさせ、グループワークや全体共有でレンタルの理解を深めてもよい。

４　リース取引とレンタルの違い（７分）
　・YouTubeでの動画を活用してリース取引とレンタルの違いについて学習する。YouTube動画等についてはあくまでも一例であるので、各学校や教員の裁量で授業を展開する。
参考YouTube
　・https://www.youtube.com/watch?v=BlsqKRybgUY
３分で分かるコピー機リースとレンタルの違い　コピー機.com公式チャンネル


[bookmark: _Hlk206287848]

	５　ケースメソッドの意見共有に向けた事前学習の指示（20分）
・２時間目のケースメソッドの意見共有に向けて、アサインメント１～４を事前に取り組んでくるように生徒へ指示をする。授業時間に余裕があれば、アサインメントを行う時間を与えてもよい。基礎学習とアサインメントは２時間目までに回収し、評価をつける。
　　（評価についてはケースメソッド評価シート（シート１またはシート２）の「知識・技術」について意見共有を行う前に評価しておく）。

６　非現金支出費用の節税効果について（５分）
　・ケースメソッドのアサイメント３に向けて事前に「非現金支出費用の節税効果」について説明をしておく。「非現金支出費用の節税効果」とは、実際にお金を出していないのに、費用として計上できるため利益を圧縮でき、法人税や所得税を減らせる効果のことを指します。リース契約で発生する減価償却費は非現金支出費用に該当するため、節税効果があります。






























[bookmark: _Hlk206288252]＜２時間目＞
【授業の大枠】
	・３～４人グループに分かれ、アサインメント１からアサインメント４までの意見共有を行う。（10分）
・３～４人グループに分かれ、プロコンリストの作成を行いリースとレンタルについて幅広い視点で比較を行う。（10分）
・最終的な意思決定。（13分）
・全体意見共有。（10分）
・ケースメソッド評価シート（シート１またはシート２）を活用して、振り返りをする。（５分）
・クロージング。（２分）


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　議論を始める前に（２分）
心理的安全性の確保
・それでは今から意見共有を行いますが、皆さんから多くの意見があればあるほど、この授業の理解が深まります。また、皆さんの意見には間違いなどありません。私の意見は的を外しているなんて思わないでください。むしろ、誰もが考え付かないような意見が皆さんの学びや視野の広がりにつながります。他の人と同じ意見でもかまいません。できれば誰の意見と同じか分かるように、〇〇さんと同じ意見で、自分の意見を付け加えて表現できるとよいでしょう。よろしくお願いします。

２　グループ内意見共有（８分）
　・授業の始めにアサインメント１からアサインメント４までのグループ内意見共有を行う（３～４名くらいのグループ）。

３　プロコンリストの作成（10分）
　・始めにケースメソッド教材５の（１）についてグループで考えさせる。
・リースとレンタルについて幅広い視点で比較を行うために、プロコンリストを活用します。プロコンリストは長所と短所を整理するリストのことです。リース契約とレンタル契約のメリットとデメリットについて、できるだけたくさん書き出してください。
　
　・次にケースメソッド教材５の（２）についてグループで考えさせる。
・次にどのメリット・デメリットが重要か５段階評価で数値化してください。グループ全員で意見を共有しながら進めてください。

４　最終的な意思決定（13分）
　・今まで考えてきたアサイメントから、リース契約及びレンタル契約におけるどちらの契約が名古屋製造（株）にとって有利かを検討し、どちらの契約を採用するか意思決定してください。なぜ、そのように意思決定したのか必ず理由を述べてください。グループで最終的な意思決定を行う。
５　全体意見共有（10分）
　・それでは最終的な意思決定を各グループ発表してください。

６　振り返り（５分）
・ケースメソッド評価シート（シート１またはシート２）を配付し、記入させ、グループで共有する。振り返りは学びの定着・課題の発見・自己評価につながるため必ず行う。
・ケースメソッド評価シート（シート１またはシート２）を回収し、評価をつける。

７　クロージング（本時の学習の結晶化）（２分）
　　本教材の作者は以下のように毎回この授業をクロージングしています。もしよろしければ参考にしてください（クロージングの方法はこの限りではありません）。
・今日の授業では「リース」と「レンタル」の違いについて学びました。どちらも「物を借りる」という点では同じですが、内容には大きな違いがあります。
・レンタルは短期間、誰でも借りることができます。リースは長期間、契約主体は企業が中心で、設備や機械など高額な物を対象とします。つまり、「個人や企業が短期的・一時的に借りるのがレンタル」「主に企業が中長期的に借りるのがリース」と整理できます。  
・リースとレンタルの違いを知ることで、ビジネスの資金計画や生活の選択に役立ちます。物を「買う」以外にも「借りる」という方法があり、その形を工夫することで、お金や資源を有効に活用できることを覚えておきましょう。
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